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岡部 このたびは特別講演ということで, 日本ウクライナ友好議員連盟会長の

森英介先生にお越しいただきました。森先生は政治の世界で, ウクライナとの

交流をずっと続けて来られました。私も一度, 体系的にお話をお伺いをし, そ

の交流をまとめてみたいと長年, 思っていました。この日本とウクライナの政

治交流というのはあまり知られていないトピックですので, 今日のご講演から,

いろんな知見を得ていただければと思います。

まず, 森先生の経歴を簡単にご紹介させていただきたいと思います。昭和23

年生まれで, 東北大学をご卒業されまして, 川崎重工業に入社をされておりま

す。その後, 原子力プラント溶接研究センターによりまして, 工学博士号を名

古屋大学から授与されました｡ 平成 6年には労働政務次官, 厚生労働副大臣な

どを歴任された後に, 平成20年には法務大臣を 1年間, お務めになっておられ

ます。現在の主な国会での役職は, 衆議院憲法審査会会長と大変な職責をお務

めになっておられます。

今日のご講演は日本とウクライナとの交流について, 私から質問させていた
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だきながら進めさせていただきたいと思います。

それでは, まず私と森先生の出会いを, 少しお話をさせていただきたいと思

います。2015年の 3月に, パブロ・クリムキン外相がウクライナから来日した

時に, ウクライナ大使館の方から「岡部さん, クリムキン外相と会えますよ」

と言われて, (ウクライナの民族衣装の）ヴィシヴァンカを着て, 言われたと

おりホテルニューオータニの16階に行きました。その時, 少し手違いがあり,

間違った部屋に入ってしまいました。そこは日本ウクライナ友好議員連盟主催

のクリムキン外相との朝食会の会場でした。この時点で, 森先生と私は面識が

ありません。見ず知らずの男がウクライナの民族衣装を着て突然入ってきたの

で, 森先生が, 驚いた顔をされたのを私は記憶をしております。あれは誰だと

思われたんだと思います。ただ, その場には友好議員連盟の有力な会員で, 現

在は内閣官房副長官の西村康稔先生もおられました。西村先生もぎょっとして

たんですけれども, 西村先生の選挙区は私の大学がある場所で, 2012年に「第

３回日本ウクライナ地域経済・文化フォーラム」を神戸学院大学で開催した時

にパネリストを務めていただきました。西村先生がフォローをしてくれて,

「今日は, ウクライナに縁のある, 岡部先生もお越しですが」と言っていただ

いたので, その場は何となく, 丸く収まりました。実は, 私はクリムキンさん

と同じ階の別の場所で会う予定だったことを後で知りました。

それから 3カ月ぐらいして, 永田町で用事がありまして, 衆議院第 1議員会

館の周囲を, 歩いていたときのことです。前から偶然, 森先生が歩いて来られ

ました。ビックリして, あ, この人だと思って, ごあいさつをしたのが, 初め

てお話をした経緯になります。それ以来, いろいろウクライナ関係の行事があ

るたびにお手伝いさせていただいたり, ご指導いただくことも多々ありますが,

今日はその関係もありまして, ぜひ, ウクライナ研究会でお話をしていただき

たいと思いまして, お越しいただいた次第です。

それで, 最初の質問なんですが, 日本ウクライナ友好議員連盟, どういう団

体で, どういう形でできたのか, というところからお話をいただければと思い
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ます。よろしくお願いいたします。

森 ただいま, 岡部先生から大変, 詳しいご紹介いただきまして, ありがとう

ございます。今日はこの研究会にお招きをいただきまして, ウクライナとの関

わりについてこれまでのいきさつをしゃべるということで参上した次第です。

といっても, 私の場合, ただ長くウクライナとお付き合いしてるというだけで,

皆さまのように, 系統的にウクライナについて研究したり, 分析したりしてる

者ではありませんので, 非常に雑ぱくな話になると思いますが, お許しをいた

だきたいと思います。

「日本・ウクライナ友好議員連盟」は, 1995年 3 月10日に設立されました。

かれこれ23年前のことなんですが, なぜ, この議連が設立されたかというと,

きっかけとなったのは, 1995年 3 月末のウクライナの 2代目のクチマ大統領の

来日という出来事です。

国会議員の中でウクライナとの交流に一番熱心に尽力されたのは, 柳澤伯夫

元衆議院議員です。柳澤先生は, 後に金融担当大臣や厚生労働大臣を歴任され

ましたが, 当時は外務政務次官をお務めになっていました。それまでウクライ

ナとの議員連盟がなかったものですから, せっかくクチマ大統領がみえるのだ

から, 議連を作ってお迎えしようじゃないかと柳澤先生は発案されました。そ

して, ご自分が政府側にいるので動きにくいので, おそらく使いやすかったの

でしょう, 派閥 (宏池会) の後輩の私が議連の事務局に任命されました。これ

が私とウクライナとのご縁の始まりでもあります。初代の会長には今の文部科

学大臣の林芳正さんのお父さんで, 宏池会, 宮沢派の大先輩である林義郎先生

にご就任いただいて, 発足することになったわけです。

3月10日に議連が発足して, 3 月後半にこの議連で大統領の歓迎レセプショ

ンをしたというふうに記憶をしてます。言ってみれば, コナン・ドイルの小説

『シャーロック・ホームズ』の「赤毛連盟」みたいな, にわか作りの議員連盟

でございました。
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それが, それからずっと連綿と続いてきて, お配りしたリストに書いており

ますように, 来日したウクライナの主な要人には, ほとんどお会いをしている

と思います。このリストは私のメモに基づいて岡部先生が作成されました。た

だ, 岡部先生が気を利かして付け加えてくれたんだと思いますが, 2011年の 1

月に, ヤヌコーヴィチ大統領にお会いしたことになっています。しかし, 実は

この議連主催の歓迎会は京都であって, 私はちょっと京都に行けなかったもん

ですから, このときは欠席し, 残念ながらヤヌコーヴィチ大統領には, 今日ま

でお会いしたことはありません。今はロシアに逃亡されてしまった方ですから,

この方だけに会ってないっていうの, なんか因縁めいた感じがします。それで,

ずっと林会長の元に, 柳澤幹事長, 森事務局長といった体制で, やってきたん

ですけれども, 林先生が引退されましたので, 2003年から柳澤伯夫先生ご自身

が会長になられました。その柳澤先生も2011年に引退されたものですから, そ

の後, 柳澤先生のご意向で, 私が 3代目の会長になったというのが, 私が今,

会長であるゆえんでございます。

私が後任に指名された理由は, この議連の創立時からのメンバーであること

ももちろん一つだと思います。それと, さっき略歴でご紹介いただいたように,

私, 議員になる前は原子力分野の技術者, 研究者でありまして, ウクライナと

の関係においては, やっぱり, この原子力の問題を抜きにできないということ

も柳澤先生は, 私を指名する理由の一つに挙げられました。そんなわけで,

2011年から私が会長を務めておりまして, 今日に至ってるというのが, この議

連のこれまでの経過でございます。

岡部 どうもありがとうございました。今, 包括的に流れもお話をしていただ

きました。来日した 4人の大統領の中で, ヤヌコーヴィチ大統領だけお会いに

なられてないということでしたが, 逆に言えば, ヤヌコーヴィチ大統領以外の

3人の大統領には, 全て会っておられます。ウクライナの独立以後の歴史を代

表するような大統領の方々と思うんですが, それぞれ, どういうような印象を
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持たれたか, もしよろしければ, お聞かせください。

森 クチマ大統領は, だいぶ前のことで, ちょっと記憶が薄らいでいますが,

とても温厚で, 素朴な感じの方のように, 何となく記憶をしてます。このクチ

マ大統領とお会いしたときに, 柳澤伯夫先生が, 大統領ご本人だったか大使だっ

たか定かではありませんが, 半分軽口のように,「やはりこれから, 貴国とし

てはロシアと EUの間に立って, 女の手管のように, 両国と上手に付き合って

いかれることが肝要ですね」みたいなことを言われたんですよ。女の手管って

のは, ウクライナの方や, また, お若い方は, 分からないかもしれませんが,

要するに, 昔の言葉で, 女性が男性を二股かけるときに, それぞれを巧みに扱っ

て付き合うワザみたいなことです。

クチマ大統領は, その前年の 7月に大統領に就任されたばかりでした。当時

は多分, ロシアと EUとの間の, ちょうど中立的な立場におられたんだと思い

ますが, その後再選されてからは, 次第にロシア寄りになった印象を持ってい

ます。クチマ大統領のそのような足どりを見ると, 柳澤先生が言った軽口のよ

うなことも, 存外核心をついていたのではないかという気がします。

それから, 次のユーシチェンコ大統領ですが, 大統領選挙のときに, 毒を盛

られたという噂も流れましたが, せっかくの美男子なのに顔がぶちぶちになっ

てしまったと聞いておりました。その直後のことであったんですけども, でも,

お会いしたときには, あんまりそういうことは気にならず, やはり, なかなか

かっこいいおっさんだな, というふうに思いました。

また, このユーシチェンコ大統領って, 趣味が養蜂だというんですね。日本

で趣味が養蜂っていう人, 聞いたことがないものだから, 大変びっくりしまし

た。ウクライナでは, 結構, ハイソな人たちの趣味として, 養蜂っていうのは,

割とよくあるようで, ああ, そういうものかと思いました。

あまり知られていませんが, ユーシチェンコ大統領は空港に着いて, その足

で真っすぐ玉川学園に行かれたんです。実は, 玉川学園は, 私の父の母校で,
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そんな関係から, 私は現在評議員をしています。私にとっては大変身近な玉川

ですが, 大統領が空港からまっすぐ玉川に行かれたと聞いたときはなんでだろ

うとちょっと不思議に思いました。でも, 大統領の趣味が養蜂と聞いて, ハハ

ンと納得した次第です。というのは, 玉川大学は, 日本だけでなく, 世界の中

でもミツバチの研究でナンバーワンの学校なんですよね。

それから, 首相として来日されたユリヤ・ティモシェンコさん。朝 7時半か

らのホテルでの朝食会だったんですけど, あの特徴あるくるくる巻いた髪型が

ばっちり決まっていて, 本当にもう, アクトレスのように, 素敵な美人でした

ね。それにしても, よくあんな早朝にあれだけのメイキャップができるものだ

なと感心しました。

2016年, ポロシェンコ大統領は, 私が会長になってからお迎えをしました。

私は, ポロシェンコ大統領の今の取り組み, 高く評価していまして, 人間的に

も, やっぱり想像してたとおりの信頼できる人物だな, というふうに思いまし

た。非常に誠実に, 真剣に汚職対策や, あるいは改革に取り組んでおられると

いうことが, ひしひしと伝わってきました。ポロシェンコ大統領の今までの経

歴を見ますと, チョコレートという実業でもって, あれだけの財を成した人で

すから, 事業家としてもそれなりの裏付けがあるんだろうというふうに感じま

した。ただ, 来日されたとき, ちょうどパナマ文書が公表されたときで, それ

ばかり記者に聞かれて, ちょっと気の毒だったです。

岡部 ありがとうございます。森先生がまさかの蜂蜜つながりでのご縁がユー

シチェンコ大統領とあったとは, ちょっと意外です。ご存じの方もおられるか

と思いますが, ウクライナ農産品の重要な輸出品として, 蜂蜜が挙げられてい

ます。ちなみに, わが家の食卓にある蜂蜜も, 今, ウクライナ製でありまして,

日本でも買えるようになってきております。

少し話題を変えますが, ウクライナ友好議員連盟についてぜひ紹介させてい

ただきたいことがあります。会長の森先生は工学博士をお持ちで, 副会長の遠
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山清彦衆議院議員ですが, イギリスで平和学博士を取っておりまして, 事務局

長の盛山衆院議員は, 法学と商学の博士号を持っておられ, 日本で一番, 高学

歴な議員連盟じゃないかと思います。そんな中, 川崎重工にかつてお勤めされ,

エンジニアとしてのご経験があり, 工学博士号をお持ちの森先生は, いままで

に 2回, チェルノブイリ原子力発電所をご訪問されたと聞いております。日本

とウクライナは福島, チェルノブイリと, 共通の経験を持っていますが, ご訪

問の感想をお聞かせいただければと思います。

森 私は2013年と, 2015年の 2回, ウクライナを訪問していますが, 2 回とも

チェルノブイリに足を運びました。福島原発の事故に遭遇して, かつて原子力

分野の技術者だった私としては, いろいろと考えるところがありました。しか

し, その上で, やはり原子力エネルギーを利用しないと, 人類は存続できない

と考えている者です。福島は何回も訪れていますけれども, チェルノブイリを

この目で見て, 福島とは違った意味で, なかなか大変だなっていうふうに感じ

ました。

福島の場合は, 風が陸から海に向って吹いてたので, 放射性物質があらかた

太平洋に行っちゃったんですね。だから, 放射性物質が陸地に落ちた量ってい

うのは, 事故の度合いにしては案外少なかったというのが, 不幸中の幸いでし

た。ウクライナは, それがほとんど陸地に落ちてしまったので, 周辺もまだま

だ放射能レベルが高く, 復旧にもかなり手こずっているという印象を持ちまし

た。また, 原子炉本体を覆う巨大なシェルターを作っていましたが, その態様

寿命は100年ぐらいということですから。そのあとの管理はどうするのか, やっ

ぱり, 相当長期的な課題になるんだろうというふうに思います。そういう意味

でも, 日本とウクライナは, 協力し合うように宿命付けられていると, 私は思っ

てます。

最初の訪問でお会いした要人の中で特に印象に残っているのは, 国家原子力

規制院のミコライチュク長官という女性です。長官は, 福島のような原子力発
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電所の事故は, いずれ起るだろうと思っていた, しかし, その事故がまさか日

本で起るとは思いもよらなかったとしみじみと語っておられました。確かに,

私ども原子力に携わってきた者は, 日本の原子力発電所ってのは一番, 高品質

で安全性も高いというふうに自負していましたから, 日本の原子力発電所では

重大な事故など起こるはずがないと思い込んでいたところがあります。こういっ

た落とし穴があったってことをきちんと認め, そしてこれから, そういったリ

スクを極小化するように努力しなきゃいけないってことを, 改めて感じたわけ

です。

余談になりますけれども, チェルノブイリの事故が起こったときは, ウクラ

イナはソ連邦だったわけです。スリーマイルアイランド, チェルノブイリ, 福

島っていう重大事故が, 奇しくもアメリカ, ソ連, 日本という原子力先進国で

発生したということも, 何となく考えさせられる事実です。こういったことを

一つの反省材料にして, 改めるべきは徹底的に改め, 安全性に最重点をおいて

原子力の将来を切り開いていかなきゃいけないと考えてるところで, そういう

意味でも, 私, ウクライナとの交流を大事にしたいと思ってます。

岡部 ありがとうございます。また話題を変えまして, 主な面会記録に登場す

る要人だけでなくて, たくさんのウクライナの方々にお会いされていると思う

のですが, その中で, 印象に残る出会いについて, お話をいただけますでしょ

うか。

森 私は, 前のミコラ・クリニチ大使を大変, 尊敬し, 信頼をしています。最

初にお会いしたときから敬愛の念を抱いていましたが, その思いが決定的になっ

たのは, 2011年 3 月11日の東日本大震災が発災したときのことです。クリニチ

大使はたまたま震災の直前に帰国されていて, 震災のまさにその日に日本に帰っ

て来られました。それ以来大使は, 自分の持ち場を離れず, 余震が続き, 放射

能の不安が高まる東京にずーっと留まられたんですよね。各国の大使の多くは
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関西とか九州とか, 更には, 本国に移動されたと聞いてますから, そうしたク

リニチ大使の姿勢を見て, ああ, やっぱりこの人は本当に日本の友達なんだな

と, 改めて強く感じた次第です。

岡部 クリニチ大使ですが, その後, キエフのウクライナ外交アカデミー院長

になられ, 現在は, 駐オーストラリア・ウクライナ大使としてご活躍中です。

それでは次の質問です。議連会長ということで, 議員外交が主な活動となっ

てくると思います。国の外交は一元外交が基本だとは思うんですが, 議員同士

の付き合いというのが, 日本の外交政策に, どのような影響があると思ってお

られますでしょうか。

森 例えば, 最高会議議員のコンスタンチン・ジェヴァホさんなんかは, 日本

にオフィス持っておられて, しょっちゅう来るんですね。彼は, 事業家でもあ

りますけれども, 議員同士ということで非常に親しくお付き合いしています。

政府間と違って, 表向きじゃない, いろんなお話を聞くことができます。議員

同士が親しく付き合うっていうのは, いろんな多面的な要素をカバーすること

ができるから, 極めて意味があると思います。本当はもうちょっと, 僕なんか

も, しばしばウクライナに足を運んで, いろんなお付き合いができりゃいいと

思うんだけど, 日本では国会開会中は議員が日本を出られないようなことになっ

ていて, 例えば, 今回も 7月20日まで会期があると, 閉会後の 8月に訪ねても,

そちらに人がいなくなっちゃうでしょ。そういうことで, なかなかいいタイミ

ングを見つけられなくて, 頻度を高めることができないんです。ただ, やはり

政府とは違った次元で, 胸襟を開いて, お付き合いを深めていくというのは,

極めて大事なことだと思います。

岡部 ありがとうございました。さて, 1995年以来, 来日される歴代のほとん

どの大統領, あるいは, さまざまな大臣, 最高会議議員にお会いしてこられま
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したが, その中で, 時期によって変化というか, 例えばクチマ大統領の時代は

こういう政治家が多くて, 今はちょっと変わったね, みたいなことっていうの

をお感じになることはありますか。

森 そもそも, ソ連邦が解体したときに, 独立した各国の中でウクライナが最

も早く成長する, 発展するっていうふうに見られていたんですよね。国土も広

い上に広大な肥沃な農地にも恵まれている。また, 高い工業力や技術力もある。

ところが, 現在に至るまでもなかなか思うようにいってないっていうのが実状

です。その大きな原因は, 政治の不安定にあると思っています。もう一つは,

国内にエネルギー資源を持たないということもウイークポイントとして挙げら

れます。そのためにどうしてもロシアにグリップされてしまい, 独自の道をす

すむことができなかったのではないかと。でも, 2014年のロシアの軍事介入以

来, ウクライナは, 国を挙げて, アンチ・ロシア, EU志向でまとまっている

ように見受けます。それにしても, 何より政治の安定が大事だと思うんですが,

どうも, 振り子のように揺れているように見えますね。

今も, 非常に心配していることがあります。現在のウクライナの最優先で最

重要な課題は, ポロシェンコ大統領が推進している汚職対策とか, 改革とかだ

と思うのですが, それを推し進めようとすると, 国民にとっては痛みを伴うわ

けで, またぞろ振り子が, 逆に振れてくんじゃないかなっていうことです。やっ

ぱり, もうちょっと, 政治の安定っていうのがウクライナで実現すると, もっ

と将来が切り開けるんじゃないかなと, 実に歯がゆい思いです。

一般参加者 ちょっとよろしいですか。なんで政治が安定しないんですか｡

（以下略）

森 工業力, 技術力もありますし, 農地もありますしね。あらゆる状況がそろっ

てんのにね。
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岡部 政治の安定については, 私も同じ疑問は確かに持っています。４月にウ

クライナに出張したときに, 同じような質問を, とあるウクライナのある省の

関係者にお尋ねしました。その答えは, なかなか興味深くて,「確かに安定は

してないけれども, それはやっぱり, われわれに民主主義があるからじゃない

か」とのことでした。それは, なかなか言い得て妙だなと思いました。政治的

に安定してないというのは, 確かに事実なのかもしれませんけども, それはい

ろんな人が, いろんな意見を持って, ダイバーシティーがある表れじゃないか

と。少なくとも, それがないロシアよりはましである, というふうに, その方

は言っておられました。確かに, ビジネスする環境としては, 不安定なのはちょっ

とやりにくいとは思いますけど, それも一つの答えかなというようにはちょっ

と私は感じた次第です。

森 やっぱり, 国内にエネルギー源がないから, どうしてもロシアに首根っこ

を抑えられているっていうことはありますよね。逆に言うと, 要するに, ロシ

アの影響力が他の東欧諸国に比べて強くて, それによって, いろんなことが左

右されちゃうんじゃないかっていう気がするんですね。もちろん, ウクライナ

自身の問題もあるかもしれないけど, やっぱりそういう外的要因もあると思う

んですよね。で, そのエネルギーも, 最近ようやく, 西欧からの逆送が, だい

ぶ増えてきたようですよね。そういう意味で, ロシアからの自立っていうのは,

徐々に進んでるんでしょう。だけど, クリミアは占領され, やっぱりロシアの

影響力を, 実に直接的に感じる国ですよね。それによって, どうしても政治が

揺れちゃうんじゃないかしら。両方に引っ張られて。今は, ロシアに対抗する

ため割とまとまっているようには見えますけれどもね。

岡部 それでは質疑に移っていきたいと思いますので, どなたかございました

ら, お尋ねいただけますでしょうか。最初に, ご所属とお名前を, よろしくお

願いいたします。いかがでしょうか。
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パブリ 富山国際大学准教授のパブリと申します。私, 10年前に浜松に住んで

いて, ヤマハで働いている人と話をした時に聞いたのですが, 結局ヤマハの中

で, ウクライナはロシアの周辺っていうか, ロシアに属するような国となって

たんですね。ウクライナ人としては, ウクライナはだいぶヨーロッパに近いん

じゃないんですかっていうふうに話をしたのですが, でも海外で営業するとき

には, どこかのルートからでも入らなければいけないので, ロシアにくっつく

形のほうが, やりやすいというふうな答えをもらいました。多分, ヤマハだけ

ではなく, ほとんどの日本の会社とか, 業界はそのような意見というか, やり

方だと思いますけれども, 今は, どうなったのかと疑問に思っています。もう,

ロシアとウクライナは, 同じグループにいれないのではないでしょうか。それ

ともまだ, 同じように考えているのかな, 昔と同じで。森先生は, どう思いま

すか。

岡部 それは日本の会社がということですか。それとも, 森先生がということ

でしょうか。

パブリ もちろん, 森先生になんですけれども, 日本の社会って, 政治家にし

ても, ビジネスマンにしても, 例えば, ウクライナに直接に製品を販売すると

か, 直接に何かプロジェクトとかをやり遂げるっていうのは, まだ難しいので

しょうか。2014年以後は, もうロシアに気を遣わなくていいんじゃないか, そ

ういう意味の質問です。

森 例えば今, 中欧では, かなりドイツが突出してますよね。その周りでは,

どうしてもそのドイツ周辺の国っていうふうな位置づけになるのは, 何となく

分かりそうな気がするんだけども, 一方, ウクライナでは, 今, ロシアとは違

う道を歩むっていうふうに, おおむね, コンセンサスができてるわけでしょう。

だったら, やっぱりそういうことで, 世界で認めさせていくしかないんじゃな
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いですかね。ウクライナはポテンシャリティーがすごくあると思うんですよね,

工業力, 科学技術力だってあるわけだし, 例えばサイバーセキュリティーなん

かは, 世界でもかなり優れたほうでしょう。いろんなシーズがあるし, まして

や, 世界一, 肥沃な農地に恵まれているんですから, 政治が安定さえすれば,

そういった持てる能力を引っ張り出して, それこそポーランドやドイツに, 追

いつけ追い越せってこともありうると思うんですよね。だけど, そこでもって,

内部摩擦で消耗しちゃってて, なかなか前へ進めないように見えますね。

岡部 どうもありがとうございます。じゃあ, 他, ご質問, いかがでしょうか。

どなたか, ございますか。じゃあ, どうぞ。

藤森 ウクライナ研究会副会長の藤森です。今の質問と, ちょっと関連してる

んですが, 森先生はたぶんロシアの議員や政治家ともお会いしてるかと思うん

ですが, 例えば, ウクライナの議員・政治家と, ロシアの議員とか政治家で,

一緒に食事をされたりして, 何か, ああ, これがウクライナか, と感じられた

ことってのは, あるいは, ロシア人が食べないものをウクライナ人が食べたと

か, 何か違いみたいなものを, もし感じられたことがあれば教えていただきた

いんですが。

森 僕は本当に, あんまりインターナショナルでなくて, ウクライナ以外の政

治家で個人的に親しい人はいないんですよ。

岡部 ウクライナの政治家の共通した特徴を感じられたことはありますか。

森 結構, それぞれに個性的です。例えば, 今, ウクライナ日本友好議員連盟

会長のレオニード・イェメツさんなんかとは何回かお会いしたけど, 非常にしっ

かりした見識を持って, これから期待できるんじゃないかと思います。それか
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ら, 議論して面白かったのは, ヤツェニュクさんだな。ちょうどロシアの軍事

介入の直後にウクライナを訪問して, 彼が首相のときにお会いしましたけれど

も, 実に率直な人物で, 僕は好感を持ちました。我々がウクライナを訪問した

ちょうどその頃, 国連総会があったんですね。その折にプーチンの演説に対し

て各国の代表がこぞって拍手したのは, けしからんって言ってマジで怒ってい

ました。話は違いますが, 今, ウクライナの国会議員が皆すごく若くなっちゃっ

たんですよね。やはりもうちょっと老壮青っていうか, 何も一斉に若返んなく

てもいいのになあ, というふうに思います。

岡部 ありがとうございます。他, いかがですか。もう, 最後の質問ぐらいに

なるかと思います。じゃあどうぞ。

ヴィオレッタ・ウドヴィク（在ウクライナ大使館２等書記官） 森先生, 面白

いお話, どうもありがとうございました。一つ質問がありますけれども, 今日

はウクライナに関わる日本の政治家に関連するお話があったと思うんですけれ

ども, 実は最近, 日本の一般の人たちが, ウクライナのことは, あまり知らな

いことに気が付きました。昔は, よくロシアに関連付けられてつらい時代もあっ

たんですけれども, 今でも全然違う国ですよっていうことを何回も説明する必

要があって, いろんな交流会とか説明会とか, 大使館の職員として, オーガナ

イズ, 企画しております。一般の日本人の中からウクライナのファンを掘り出

していくためには何をすればいいのか, ぜひ教えていただければと思います。

よろしくお願いします。

森 ウクライナのファンの日本人をどうやってつくるか。基本的に僕はウクラ

イナを知らないだけで, 知れば好感を持つと思うんですよ, 日本人はね。あん

まり, よその国のこと言っちゃいけないけど, ロシアって, あんまり好感持っ

てないんですよね。それに対して, ウクライナには, 日本人はあまりマイナス
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イメージは持っていないと思います。僕はウクライナの方に会うたびに言うん

だけど, 日本とウクライナとは, 三つ, 共通点があります。一つは, 甚大な原

子力災害を経験したこと。二つ目は, 国内にエネルギー源を持たない。みっつ

目は, ロシアという厄介な大国を隣に持つってことなんですね。ロシアがなきゃ,

ウクライナと日本って, すぐ隣になるわけですよ。最近ではちょっと大鵬のブ

ランドは少し薄れてきたかもしれないけど, どういうふうにしたら, もうちょっ

と, 日本人のウクライナに対する関心を呼び起こせるか, 一緒に考えましょう。

岡部 どうもありがとうございました。ヴィオレッタさんから森先生への宿題

という形ですね (笑)。どうもありがとうございました。そろそろ, 時間が来

てしまいました。まだまだ, お話は尽きないかと思いますが, 特別講演という

ことで, 本日は「ウクライナと私―日本ウクライナ友好議員連盟の23年―」と

いうことで, お話をいただきました。 2年後の2020年, 日本で東京オリンピッ

クがある年になりますと, ウクライナ友好議員連盟の25周年。そして, さっき

調べましたら, 森先生も, そのとき議員在職30周年をお迎えになるということ

ですので, ますますのご活躍を心よりお祈り申し上げます。本日はご講演, ど

うもありがとうございました。

(了)

※2018年 6 月23日 ウクライナ研究会（国際ウクライナ学会日本支部）第39回

研究懇談会 (於：早稲田奉仕園) における講演を編集。
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歴代会長

1995年 3 月 日本・ウクライナ友好議員連盟設立 林義郎初代会長就任

2003年11月 柳澤伯夫二代会長就任

2011年 8 月 森英介三代会長就任

主な要人との面会録（森英介代議士関連）

1995年 3 月 レオニード・クチマ大統領

1997年 5 月 ヘンナジー・ウドヴェンコ外相

1997年10月 シュペック国家復興開発庁長官

1998年 3 月 ウドヴェンコ外相（国連総会議長として来日）

2000年 6 月 タラシュク外相（小渕前総理の葬儀参列）

2001年10月 クチマ大統領夫人, セミノジェンコ副首相

2001年11月 ハヴリッシュ最高会議副議長一行

2003年 5 月 リトヴィン最高会議議長

2004年 2 月 イェルチェンコ外務第一次官

2004年 6 月 グリシチェンコ外相

2005年 3 月 トメンコ副首相（愛知万博開会式出席）

2005年 7 月 ユーシチェンコ大統領（タラシュク外相, テリョーヒン経済相,

チェルボネンコ運輸相ら同行）

2008年 3 月 ヴォロディーミル・オフリスコ外相

2009年 3 月 ユリヤ・ティモシェンコ・ウクライナ首相, ネミーリャ副首相,

ダニリシン経済相, プロダン燃料エネルギー相, ノヴィツキー

産業政策相, クイビダ地域発展・建設相, クチェレンコ住宅・

公共サービス相, ポルタヴェツ石炭産業相

2011年 1 月 ヴィクトル・ヤヌコーヴィチ・ウクライナ大統領, グリシチェ
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ンコ外相, クリニャク文化相同行（森代議士は面会せず）

2012年 3 月 ヴォロディミル・リトヴィン・ウクライナ最高会議議長

2012年10月 アルブゾフ・ウクライナ国立銀行総裁

2013年 8 月 ウクライナ訪問。チェルノブイリ視察, 国家原子力規制院 ミ

コライチュク長官･オレクサンドル。ヴィルクル副首相ら多数

の要人と会談

2013年10月 ミコラ・プロスクラ立入禁止区域管理庁副長官 会食

2013年11月 ミコラ・ステインベルグ・チェルノブイリ原子力発電所元技師

長来訪

2014年 4 月 日本ウクライナ友好議連主催コンスタンチン・ジェヴァホ共同

議長（対日友好議連会長）歓迎総会

2015年３月 パブロ・クリムキン外務大臣

2015年 9 月～10月 ウクライナ訪問 アルセニー・ヤツェニュク首相, ヴォ

ロディーミル・フロイスマン最高会議議長

2016年 2 月 ハンナ・ホプコー・ウクライナ最高会議外務委員長

2016年 4 月 ペトロ・ポロシェンコ大統領, ズーブコ副首相, クリムキン外

務大臣, デムチーシン・エネルギー・石炭産業大臣, ユーリ・

ルツェンコ最高会議議員（のちに検事総長), タラス・クトヴィ

最高会議議員（のちに農相), ナタリア・ミコリスカ経済発展

貿易次官ほか

2016年 9 月 ヴィタリ・クリチコ・キエフ市長

2016年 9 月 ドミトロー・シムキウ・ウクライナ大統領府副長官

2017年 3 月 アンドリー・パルビー・ウクライナ最高会議議長

レオニード・イェメツ最高会議議員同行

2017年 6 月 イェメツ・ウクライナ日本友好議連会長
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